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1　はじめに
　本稿は，徳富藍花r不如帰』についての一検討を行ない，そこにみられる
時代描写を摘出し，本書の時代的特質を明らかにするものである。日本にお
ける産業革命＝産業資本の確立を研究の対象としている筆者の，その時期で
ある明治という時代の全体像を描くという課題の一環に位置する。これまで
に筆者は，この時期に著された文学作品における，明治の農村，農民生活の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの描写を検討し，これを通じて時代把握を深めることを意図してきた。しか
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し，ただに農村にとどまらずに，より広くこの時代の特質を認識するため
に，この時代に著された文学作品について考察することとした。このような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの観点から先に尾崎紅葉『金色夜叉』をとりあげたが，今回は徳富藍花『不如
帰』をとりあげる。
　まず，この書であるが，最も簡単な紹介をあげれば，「徳富藍花の家庭小
説。明治三一～三二年『国民新聞』に発表。海軍少尉川島武男の出征と愛妻
浪子の病患とをめぐる家庭的葛藤を描写」（r広辞苑』）となる。
　この作品については，片岡良一は，「『金色夜叉』と『不如帰』とが，紅
葉，藍花二作家によって筆を執られてから今日までの間に，いろいろな方面
から大衆の中に入っていったほど，広くかつ永く社会の各層に浸潤し続けた
作品は，他にはあるいは容易に見出されないかも知れない。　r不如帰』が
書物として百数十版を重：ね，小説出版界に一つの記録を作ったことは，今更
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの云うには余りに有名な事実になっている」と記しているが，この小説は，
「尾崎紅葉作。明治三一年以降r読売新聞』に連載，同三六年続篇をr新小
説』に掲載。富のために許婚の鴫沢（しぎさわ）宮を富山唯継に奪われた間
（はざま）貫一が高利貸になり，金の力で宮や世間に復讐しようとする」（r広
辞苑』）という小説r金色夜叉』とともに，近代日本の二大大衆（通俗）小説
である。
（1）これまでの筆者のものに，「藍花徳富健次郎rみみずのたはこと』における東京近郊農
　村」r岡山大学経済学会雑誌』第17巻第3・4号　1986年，「島崎藤村r千曲川のスケッチ』
　における佐久の兀々」同前誌　第18巻第1号　1986年，「田山花目『田舎教師』における
　北埼玉の農村」同前誌　第19巻第1号　1986年，「思軒森田文蔵の描写した松方デフレ
　期の岡山の農村」同前誌　第20巻第2号　1988年置がある。
（2）　「尾崎紅葉r金色夜叉』一その時代描写」r岡山大学経済学会雑誌』第21巻第1号
　1989年。
（3）片岡良一「『金色夜叉』と『不如帰』の大衆性」（1932年9月『大阪朝日新聞』）『片岡
　良一著作集第5巻』1979年　中央公論社　105～106ページ。
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2　徳富藍花『不如帰』の概要
　（1）内容の概要
　人口に胞写しているものの，読まれることの少ないこの小説を検討するに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）あたって，まずその概要を，大塚豊子氏の「この作品のあらまし」によって
みる。
　　上編
　上州伊香保の千明の三階から，夕景色を眺あている年のころ十八，九の婦人がいま
す。色白の細面で，品のよい丸幅を結い，夏の夕闇に匂う月見草のようなこの婦人こ
そ，先月，海軍少尉男爵川島武男と結婚したばかりの心妻浪子です。
　浪子は，陸軍中将子爵片岡毅の長女ですが，八歳のとき実母に死別し，権高な継母繁
子とは性格が合わず，武男に嫁いだことを心から幸せに思っています。
　時は春，武男と浪子は，水沢観音近くの丘へ蕨狩りに出掛けますが，そこへ思いがけ
ず，千々岩安彦が現れます。千々岩は，武男の従兄で，陸軍中尉ですが，早くから孤児
となり，叔母にあたる武男の母に引き取られて成長し，立身出世の執念にかられ，浪子
に横恋慕しました。しかし浪子が武男と結婚したので，おのれの旧悪を恐れ，武男夫妻
を追って，ここに来たのです。千々岩は，成り上がりの政商山木兵造と気脈を通じ，よ
からぬ策謀をめぐらせている軽薄な才子なのです。
　川島家は，麹町上二番町に屋敷を構え，武男の母お慶夫人は，今年五十三歳の未亡人
です。亡夫通武は，もと薩摩藩（今の鹿児島県）の下級武士でしたが，維新の風雲に乗
じて出世し，明治政府のもとで，各地の県令を務め，巨額の資産を築きました。その妻
お慶は，新華族の男爵夫人といわれながら，横暴な夫のもとに，忍従の日々を送ってい
ましたが，夫に先立たれた後，急速に体も肥満し，央の気性がのり移ったかと思われる
ような，強情で，吝奮の人になりました。
　浪子は，まったく家風の異なる川島家の嫁として，持病のリュウマチスのために痴癌
をおこす姑によく仕えます。
　伊香保から帰って，間もなく夫は遠洋航海の任務に着きました。その留守中も，気む
（4）r日本文芸鑑賞事典　第2巻』1987年　ぎょうせい　102～106ページ。
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ずかしい姑の冷遇に耐え，武男の写真をそっと手にとっては，頬ずりし，ひたすらその
帰宅を待ちわびています。
　　中編
　武男は，ようやく年末に任務を終えて帰宅します。
　明けて正月三日，武男夫妻は，浪子の実家と，浪子の叔母であり，ふたりの媒酌人で
もある加藤子爵家に，年始の挨拶に出向きました。夫妻と入れ違いに，千々岩と山木
が，川島家を訪れたことを知って，武男は眉をひそめます。その日も，岳父片岡中将か
ら，千々岩についての忌わしい噂を耳にしたからです。しかも，二，三日後，見知らぬ
男が，突然川島家に現れ，千々岩の借金の返済を求められたのです。事実，千々岩は，
その地位を利用して，山木に参謀本部の機密情報を洩らし，その利益の分配を受けてい
るばかりか，公金を横領し，武男の私印を偽造して，高利貸から借金をしていることが
暴露し，武男は千々岩を激しく叱責し，断交を申し渡します。
　二月初旬，浪子はふとした風邪から，肺結核にかかり，実家の逗子の別荘で，転地療
養しますが，吐血するたびに，不吉な予感を覚えます。武男は，浪子を案じ，横須賀の
海軍基地から，暇をみては見舞います。
　姑のお慶夫人は，浪子の病気が、わが子武男に伝染するのを恐れ，浪子もこの病ゆえ
に，いっそう姑から疎外されるのではと悩みます。病気の本復を危ぶむ浪子の不安に対
し，夫武男は，「なおらんというのは，浪さんが僕を愛せんからだ。愛するならきっとな
おるはずだ」と力づけます。浪子も夫の手を握り，「死んでも，私はあなたの妻ですわ！
たれがどうしたツて，病気したツて，死んだツて，未来の未来の後までわたしはあなた
の妻ですわ！」と切ない涙を流します。
　ところで千々岩は，参謀本部から，急に第一師団某連隊に移籍されたことや，武男か
ら絶交されたことに，浪子やその父片岡中将が関わっているのではないかと疑い，恨み
を抱いて，復讐の念に燃えます。そして浪子の発病を好機とし，ひそかに川島家を訪
れ，浪子の肺結核は不治の病で，もし武男に伝染すれば，川島家の一大事になると，お
慶夫人の不安を煽り立てます。
　五月初旬，武男が帰宅しますと，その同母お慶夫人は，浪子の病気を理由に，離縁す
るように，武男に迫ります。武男は言下に，そんな不人情，不義理のことはできないと
拒否します。その時ちょうど帰艦命令の電報を受け，武男はこの話の結着をつけぬまま
出立します。翌日，武男は逗子に立ち寄り，浪子とひと時を過ごしましたが，別れ際に
何度も「早く帰ってちょうだいな」と言った浪子の声が，武男の胸にいつまでも残りま
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す。
　しかしお慶夫人は，武男の同意を待たず，独断で浪子の離縁を決し，媒酌の加藤夫人
に，片岡家への執り成しを頼みます。けれども加藤夫人に断られたため，山木を直接片
岡家に差し向け，浪子を実家に引き取ってくれるように申し入れ，実父片岡中将の承諾
を得ます。
　急に実家に呼び出された浪子は，事の次第を知って悲嘆にくれます。
　いっぽう武男は，艦隊演習を終えて帰宅し，一部始終を知ります。母親のあまりの仕
打ちに激怒した武男は，「母さん，あなたは，浪を殺し，またそのうえにこの武男をお殺
しなすツた。もうお目にかかりません」と言って，そのまま横須賀基地へ引き返しま
す。
　その七月，日本は清国（いまの中国）と開戦，武男は捨て身となって，連合艦隊旗艦
松島町に乗り組みました。片岡中将も，実家に戻った浪子のために，離家を建てて，朝
夕浪子をねんごろに見守っていましたが，九月，命によって窺役に復し，征清の途に着
きました。
　　下編
　明治二十七（一八九四）年九月，連合艦隊は，黄海沖で敵艦隊と相対し，激しい戦闘
が展開されます。
　武男は分隊士として，砲撃の指揮を執りますが，敵弾をうけて，大腿部を負傷し，そ
の場に倒れ気を失います。
　佐世保の海軍病院に収容されてから，一ヵ月余，ある日武男のもとに，差し出し人の
記名のない小包が届けられます。中には，丁寧に縫われた絹の着物類一式が入ってお
り，その心尽しの品々と宛名の筆跡から，浪子から送られたものに相違ないと思い，男
泣きに泣きます。
　母のお慶夫人から，全快次第ともかく帰京してほしいという手紙を受け取りますが，
武男は傷が全治してもついに上京せず，十一月初旬，ふたたび大連湾に碇泊中の松島号
に帰艦します。
　東京の川島家では，浪子が去ったあと，以前から武男を恋慕していた山木の娘お豊
が，後妻になる心づもりで，行儀見習いとして，お慶夫人に近付きますが，もとより失
人の気に入るはずもなく，彼女自身も辛抱しきれず逃げ出しました。お慶夫人は，今さ
らながら，浪子の賢明さとその起居のしとやかさ，人柄の美質を，しきりと感じるので
す。
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　浪子は離縁された傷手に，一時病状も悪化し，一途に死を思いますが，父の愛情にわ
ずかに心を慰め，父中将が出征した後は，ふたたび逗子の別荘で，養生の日々を送って
います。そこへ黄海戦の勝報とともに，武男の負傷を知り，見舞の品を送ったのです。
　十一月中旬，浪子は武男から一通の封書を受け取り，武男との思い出深い不動の岩の
上で，開封します。文中に「浪さんを思わざる臼は一日も無之候」とあり，浪子の胸は
迫り，夫を思っていよいよ懊悩し，ついに「魂魂となりて良人に添うはまさらずや」と
海中に身を投じようとした時，クリスチャンの小川夫人に助けられます。
　翌二十八（一八九五）年五月，ようやく戦争が終結，千々岩中尉は戦死し，武男は一
年ぶりで無事凱旋します。ある日，武男は逗子の別荘を訪ねますが，浪子は，帰国した
父片岡中将とともに，関西旅行に旅立った後でした。
　武男もまた遠く南征の途に着くことになり，呉（広島県，当時は軍港都市）から乗艦
するためその六月，東海道線の下り列車で出発します。
　そのころ，浪子は京都，奈良，宇治（京都市）などの名所古刹を遊覧し，父の慈愛を
身に感じつつ，夫武男への慕情絶ちがたく，せあてもう一度会いたいと思い続けていま
す。ところが，山科駅（京都市東山区）の車中で，偶然武男の乗った列車とすれ違い，
浪子と武男は互いにその名を呼び交わしますが，見る間に武男の姿は遠ざかって行って
しまいました。これがふたりの永久の別れとなりました。
　関西から帰宅した浪子は，にわかに病勢がすすみ，数度の喀血を重ねて，危篤状態に
陥り，悲痛の思いで，加藤夫人に武男への一通の遺書を託したまま，その生涯を閉じま
す。
　葬儀の当日は，多くの会葬者の涙をさそい，祭壇には溢れるばかりの生花が供えられ
ましたが，ただ一つf川島家」の札をつけた生花だけは，玄関先から突き返されまし
た。
　台湾で，すでに浪子の卦音に接した武男は，帰国直後，白菊を手にして，青山墓地
（東京都港区）に赴き，浪子の真新しい墓標の前に立ち，鳴咽します。そこへ浪子の父
片岡中将が現れ，ふたりは固く握手し，ともどもに涙にくれるのです。
②　創作の経緯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）藍花は「第百版不如帰の巻首に」においてつぎのように記している。
（5）　『盧花全集　第五巻不如帰』1930年　新潮社　3～5ページ。
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不如帰が百版になるので，校正かたがた久し振りに読むで見た。お坊ちゃん小説であ
る。単純な説話で置いたらまだしも，無理に場面を賑はすため，かき集めた千々岩山木
の安っぽい芝居がかりやら，小川某女の蛇足やら，あらを云ったら限りが無い。下版と
云ふ呼声に対しても今些どうにかしたい気もする。併し今更書き直すのも面倒だし，到
頭ほんの校正だけにした。
十年ぶりに読むで居る中に端無く思ひ起した事がある。其れは斯の小説の胚胎せられた
一夕の事。最早十二年前である，相州逗子の柳田と云ふ家の室を借りて住むで居た頃，
病後の保養に童男一人連れて来られた婦人があった。夏の真盛りで，宿と云ふ宿は皆塞
がって，途方に暮れて居られるのを見兼ねて，妻と相談の上自分等が借り’て居た八畳二
型の其の一を御用立てることにした。夏のことで中の仕切は形ばかりの小簾一重，風も
通せば話も通ふ。一月ばかりの間に大分懇意になった。三十四五の苦労をした人で。（不
如帰の小川某女では無い）大層情の深い話上手の：方だつた。夏も末方のちと曇ってしめ
やかな晩方の事，童男は遊びに出てしまふ，婦人と自分と妻と雑談して居る内，不図婦
人が左る悲酸な事実課を話し出された。最早其頃は知る人は知って居たが自分にはまだ
初耳の「浪子」の話である。「浪さん」が肺結核で離縁された事，「武男君」は悲しむだ
事，片岡中将が怒って女を引取つた事，側女の為に静養室を建てた事，一生の名残に
「浪さん」を連れて京阪の遊びをした事，川島家からよこした葬式の生花を突返した
事，単に此丈が話の中の事実であった。婦人は鼻をつまらせつつしみじみ話す。自分は
床柱にもたれて醸んやり聴いて居る。妻は頭を旧れて居る。日はいっか暮れてしまう
た。古びた田舎家の間内が薄闇くなって，話す人の浴衣ばかり白く見える。臨終のあは
れを話して，「さうお云ひだったさうですってね一もうもう二度と女なんかに生れば
しない」一階ひかけて婦人は到頭嘘弔して話をきって了うた。自分の脊髄をあるもの
が雷の如く走った。
婦人は間もなく健康になって，彼の一夕の談を置土産に都に帰られた。逗子の秋は寂し
くなる。話の印象はいつまでも消えない。朝な夕な波は哀音を送って，瀟琶たる秋光の
浜に立てば影なき人の姿がつい眼前に現はれる。可愛想は過ぎて苦痛になった。如何に
かしなければならなくなった。そこで話の骨に勝手な肉をつけて，一篇未熟の小説を起
草して国民新聞に掲げ。後一冊目して民友社から出版したのが此の小説不如帰である。
で，不如帰のまついのは自分が不才の卜す処，其れにも関せず読老の感を惹く節がある
なら，其れは逗子の夏の一夕にある婦人の口に籍って訴へた「浪子jが自ら読者諸君に
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語るのである。要するに自分は電話の「線」になったまでのこと。
　夫人愛子によれば，隣の部屋の婦人は福家安子という未亡人で，亡くなっ
た夫が大山巌大将の副官であったこと，大山家の長女の信子が子爵三島家か
ら肺結核で離縁されたこと，信子の夫の太郎氏が悲しんだこと，大山大将が
怒って娘をひきとり，邸内に静養室を建てて養生させたこと，この世の名残
に信子さんをつれて京阪旅行に出かけたこと，死んだとき三島家からよこし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのた葬式の生花を突きかえしたこと，が語られたという。
　この小説は，1898（明治31）年の11月から「国民新聞」に掲載された。自
伝的小説『富士』において，「『不如帰』は正月から二，月三月と休み休み続け
られた。評判は悪、くなかった。去年社からお暇になって『東京』といふ個人
雑誌を出して居る吟夢君は，『藍花子は昨年あたりより思想文章一新紀元を
開けるものN如く，文章一唱三嘆の妙あり。長きを厭はず，願はくは完結あ
れかし』と書いた。熊次［早撃のこと］がよく尻切れとんぼをつくる癖を吟
明君は知って居た」，滅多に小説を読まず，また息子である熊次の小説は読
むには読んだが滅多には感心しない父も不如帰も毎日読んでいた，どこごこ
が面白い，衆議院の新聞記者室の評判を兄がとりつぎ，「関野のお浜さんは
『御夫婦仲は当然としても，ちよつとも世間にお出もなさらぬ方が，如何し
てあんな山木なんて人をお書けなさるでせう？』と言ふたさう」などと，藍
　　　　　　　くり花は記している。そしてひきつづき，『不如帰』の執筆過程での行き詰った
（6）徳富愛子述・神崎清記「颪花と共に一私の歩んだ道」（r婦人公論』1939年1～2月
　号）r明治文学全集　42徳富盧花集』1966年　筑摩書房　389ページ。
　　なお，つぎのことを書き添えておこう。作中のモデルは確かに陸軍大将大山厳，同捨
　松夫人，長女信子，子爵三島弥太郎，同母わか子等である。そして大山厳の長女信子が
　三島弥太郎と結婚した後肺結核となり，実家に戻り，やがて病没したことも事実であ
　る。しかし，離婚引取り方は大山家から三島家になされ，三島家が応じないので媒介人
　の西郷従道夫妻が説得して信子は実家に戻り，捨松夫人のあらんかぎりの介抱も空し
　く明治29年7月21日麹町永田町の陸軍大臣邸で没した。（沖野・水本「不如帰」r増補改
　訂　日本文学大辞典　第六巻』1951年目新潮社　413ページ）
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　　　　　　　　　　く　　状況などを記している。
3　本書の評価
　（D　本書の評判
　1899（明治32）年5月まで連載され，いったん完結した「不如帰」は，こ
の年の後半に改稿された。翌年1月15日r小説不如帰』は出版された。表題
に藍花生著の4字があるが，早替に著者の名がないので，発行者を著者とみ
て田部留三氏を著者とされたり，折角の口絵も画家の名が落ちていたりで，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの「間のぬけ切った出世作の首途である」と藍花は言っている。これを伊藤整
は，「民友社は多くを期待できぬこの書を粗末に扱ったのであった」と記し
　　くユのている。
　「二月に入ると，ぼつぼつ小説の反響があった」と弔花は，その評判を具
体的に記している。「気むつかしやで何でも難癖つけたがる日本新聞が，二
号に渉って懇篤な紹介をしてくれた」，大阪朝日に丸田君が「同情が普遍な
のが成功の要素」，東京日々に桐谷君が「文章でなくて音楽である，其節奏に
触る玉詞，潜然として泣き，粛然として自己を忘れる，殊に叙景の高雅は他
に比を見ない」と書いてくれた。M朝報のS君が，「九分目満足を以て読過し
たり，深夜床上涕涙湧泥として巻を漏したり，斯くの如き好文字をつくる藍
花甲にして，何ぞ其姓名の寂蓼たるや」と書き，r基督教世界』には「愛を書
いて愚に到らず，然し海戦は場所はつれ」と書かれ，青年雑誌『文庫』に
は，この海戦も一つに数えて，「快の一也，快の二也」と快を五つまで書きつ
らねた記事がのった。もう一つのr新聲』は「不如帰が好評で，大分蔵花の
（7）　r藍花全集　第十七巻富±（第二巻）』1929年　藍花全集刊行会　201～202ページ。
（8）　（7）と同一書　203～215ページ。
（9）　（7）と同一書　294ページ。
（10）伊藤整r日本文壇史　5　詩人と革命家たち』1978年　講談社　249ページ。
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名を聞くが，前に出た青山白雲を何で黙って居るか？」と書き，「藍花は三十
三だそうだ」と書いた。子規門で一二を争う俳人のK：君が「最初一二頁読む
つもりなりしも，到頭徹夜読了致し候。読過の際，しばしば涙のこぼるNを
覚えず，読み終って，純潔の血が湧く心地いたし候」，そして「小説に涙を落
す火鉢かな」と一句認めてあるはがきをよこした。Kとは高濱虚子である。
これは薦花の心を喜びに波だたせた。「好い家庭小説，健全で親子の間にも
読める，といふ一般評の中に，人物が類型的で，文章はリリカルだが，描写
　　　　　　　くママ　は浅薄だといふ黒人評もあったが，好評が普通で，婦人の感謝は一般であっ
　くのた」。
　このように，反響は大きく本は急速に売れた。2000部門って，3．月には再
版，4月には3版と版を重ねていった。
　（2）本書の評価
　本書の評価についてみよう。
　片岡良一は，つとに，この『不如帰』が尾崎紅葉の『金色夜叉』ととも
に，近代日本の二大大衆小説であるとして，この大衆性の根拠として，これ
らの作品のもつ社会性や問題性，それらの作品のもつ感傷性や芸術性と相合
したところにある，しかも問題の解決されない不調和と破綻という「不調
　　　　　　　　　くの和」の美をあげている。この前老については多くの文学者・批評家によって
指摘されてきている。
　「この作は日本に於ける初期のモデル小説として好奇的に読まれたぽかり
でなく，家庭内の新旧思想の衝突と，伝染病を極端に恐怖したる当時の科学
的脅威を描けるとが，時代の興味に投じた理由であり，また淫粗ならぬ夫婦
の純愛を以て一貫してみることが，多くの家庭に迎へられた所以であら
くおう
う」，「新旧思想の衝突を中心とした過渡期の家庭悲劇と，夫婦の純愛を強
（11）（7）と同一書　294～296ページ。
（12）（3）と同一書　109～111ページ。
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調した浪漫的な描写が人の心のとびらをたたいて，おどろくべき多くの愛読
老をもった。……かれはこの作で家族制度の不合理を通俗的にとらえ，女性
　　　　　　　　　　　　　　　くのの立場から切実な訴えを提示した」，「これは社会に根強く残存する封建道
徳とそれに癒着した形であらわれる擬似近代倫理との栓楷につながれる明治
女性の絶叫であったというほかなく，それによってその叫びはまた女性の人
間的自覚の出発点でもありえたということができる。……これがあれだけ
くママラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママ　人々に月會炎し，作者の没した昭和二には一九〇版，五〇万部を売り尽くした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くロのといわれるほど世上に流布した原因のひとつであった」，「それまでの小説
の多くが，江戸文学の伝統をひいて，花柳界を背景にしていたのに反して，
r不如帰』は，清純な青年男女のうつくしい失婦愛をえがいて，日本の家庭
小説の新しいジャンルをひらいた。川島武男（三島弥太郎）と片岡浪子（大山信
子）のモデル問題が，話題をにぎわしたことも見おとせない。作者の垣花は，
相愛の男女が，自らの意志でなく，親権者の一方的な意志によって離婚を強
制される悲劇をとらえて，日本の封建社会に重大な抗議を提出したのであ
　くロの
る」，「日本にはじめて，明かに婦人から感謝を受ける小説があらわれたの
である。家庭小説はこの前後から，その姿を明確にした新らしい文学上の
ジャンルであった。　ちょうどこの明治三十三年間十九世紀の最終年で，新
旧の交代時代だつた。廃藩置県で組織に引導をわたされた封建制度も，ムー
ドとしてはこの頃まで，濃厚に尾をひいていたのが，しだいに薄れかかって
きた。　封建制度の経済的基盤は土地であり，組織的大黒柱は家である。た
だしそれは縦の家系的な，歴史的な，家長的な家で，つまりハウスである。
　しかし儒教が古色を帯びて，時代にズレてきて1その代りに西洋的な倫理
（13）沖野・水本「不如帰」r増補改訂　日本文学大辞典　第六巻』1951年　新潮社　413
　ページ。
（14）早坂礼吾「不如帰」『日本の名著』1956年　毎日新聞社　156～157ページ。
（15）佐藤勝「徳富藍花」r日本現代文学大事典』（増補改訂版）1968年　769ページ。
（16）神崎清「徳富藍花」（r日本文学史辞典』1944年　日本評論社）r明治文学全集　42　徳
　富藍花集』1966年　筑摩書房　381～382ページ。
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学派おこって，丁酉倫理学会が組織され，自我実現説などが新しい魅力とな
った。家も，家長が絶対権力をふるう系統尊重のhouseから，夫婦を中心に
みんなの和楽をもとめるhomeへと，方向が代ってきかかった。この転換期
の要望したのが家庭小説で，藍花の『不如帰』は，著者無意識のうちに，そ
　　　　　　　　　　　　　　　くのれに応じたがための成功であった」，などと問題性をもっぱら封建的な家族
制度と個人，女性問題としてしている。
　以上のような見解のほかに，瀬沼茂樹は本書について，「この小説は一つ
には封建的家族制度とその中での妻としての女性の立場の悲劇であり，『家』
を代表する姑川島慶子の糾弾に実母久子に対する私怨が執念深く働いていな
かったとはいえまい。また一つには官僚・軍人と御用商人との結托，後者の
致富の秘密への分析であり，家庭小説であるとともに，社会小説の意味をも
つていた。しかし，浪子や武男の個人的自覚が国，家，社会の重圧に対決し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママ　て，人間内容を深める方向に描きすエめられなかったがために，小説的結構
において勧懲的類型化や通俗的興味に支配され．新しい倫理を自我の内部か
　　　　　　　　　　　　　　　　ロのらうちたてることができずに終った」と記している。ここにおける大きな特
徴は，上掲の諸見解と同様に家庭小説としながらも，あわせて，官僚・軍人
と御用商人の結託と後者の致富の秘密への分析であり，社会小説の意味も
もっていたとするところにある。「当代に多くあらわれた家庭小説の先縦と
して多くの読者を持ち，そのぶんだけ読み手によってより通俗的な傾斜にお
いて読まれていった小説であるが，ここで取出された素材領域はおりからの
社会小説論の趨勢を反映してかってないほど広いものであり，かつ権力と資
本の癒着する日本資本主義めありようまで手が届いている点でよく社会小説
　　　　　　　　　　　　く　でもありうるものであった」，この作品は単なる家庭小説とはいえない一面
（17）木村　毅「徳富薦花」r日本現代文学全集　17　徳富藍花集』1966年　講談社　398
　ページ。
（18）瀬沼茂樹「作品解説」（17）と同一書　391ページ。
（19）熊沢淳子「徳富山花」r日本近代文学大事典』1984年　講談社　1000ページ。
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をもつ，作者は時代背景として設定した日清戦争（1984・5年）前後の当時
の強力なナショナリズムの趨勢のなかで，資本主義の暗部として権力と財力
との結託による軍部の内部的頽廃を活写した社会小説の要素をみせている，
入水しようとした浪子を救う小川夫人も決して作者自身のいう「蛇足」やそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　く　うの淫しのぎの思いつきではないと思う，などはその線上にあるものである。
　以上のように指摘されているr不如帰』の問題性を改めて検討しよう。r藍
花全集　第五巻不如帰』（1930年　新潮社）を使用し，本論中の引用はそれに
よった。
4　『不如帰』における問題性
　（1）家族制度の問題
　中編六の一～六の四（『盧花全集第五巻』127～140ページ）は，武男の母慶
子が武男に浪子と離縁をすすめる場面である。
　函館付近で行なわれる連合艦隊の演習の実施の前に，立ち寄った武男に，
にこやかに，客をもてなすように対した母慶子は，「武どん，よう帰ったもっ
た。　　実はの，些相談もあるし，是非帰って貰はうと思ってた所ぢやっ
た。まあ帰って呉れたで，好都合ツごあした，逗子一寄って来つろの？」
と言いかける。自分が大分弱っていること，リュウマチ，腰痛，そして年を
とって心細いこと，そして武男にからだを大事にし，病気をしないように，
と言って，一転浪子の話となる。浪子を引き取って貰ってはという母に対し
て，その意味ののみこめない武男に，母は，「わたしが云ふのはな，浪を
実家に戻すのちや」。「戻す？……戻す？　　離縁ですts！！」。
　母慶子は，これはよくよく思案してのこと，結核は伝染するもので，病気
が病気であるから，浪がかあいそうであっても，御前には代られない，川島
（20）大塚豊子「不如帰」r日本文芸鑑賞事典　第2巻』1987年　ぎょうせい　107～108ペー
　ジ。
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家にも代られない，離別したら浪子は死ぬかもしれないが「ぢやが，武ど
ん，わたしは卿の命が惜しい，川島家が惜しいのじや！」，という。
　これに対して武男は，言い返す。……
　母は突と立上って，仏壇より一個の位牌を取り下ろし，座に帰って，武男の眼前に押
すゑつ。
「武男，卿はな，女親ぢやからツてわたしを何とも思はんな。さ，阿爺様の前で，今一
度言って見なさい，さ言って見なさい。御先祖代々の御位牌も見て御出ぢや。さ，今一
度言って見なさい，不孝者奴が！！」
　屹と武男を睨めて，続けざまに煙管もて火鉢の縁打蔽きぬ。
　流石に武男も少し気色ばみて「何故不孝です？」
「何故？　何故もあツもんか。妻の肩ばツかい持って親の云ふ事は聞かん奴，不孝者ぢ
やなツか，親が育てた体を粗略にして，御先祖代々の家を潰す奴は不孝者ぢやなツか。
不孝者，武男，卿は不孝者，大不孝者ぢやど」
「しかし人情一」
「まだ義理人情を云ふツか。卿は親よか妻が大事なツか。たわけ奴が。何云ふと，妻，
妻，妻ばかい云ふ，親を如何すツか。何をしても浪ばツかい云ふ。不孝者奴が。勘当す
ツど」
　武男は唇をかみて熱涙を絞りつxr阿母さん，其れは余りです」
「何が余だ」
「私は決して其様な粗略な心は決して持つちや居ないです。阿母さんに其の心が届きま
せんか」
「其れならわたしが云ふう言を何故聴かぬ……エ……何故浪を離縁せんツか」
「併し其れは一」
「併しもねもンじゃ。さ，武男，妻が大事か，親が大事か。エ？　家が大事？　浪が
一？一工・馬鹿奴」
　はっしと火鉢をうちたる勢に，煙管の羅宇はぼつきと折れ，雁首は空を飛んではたと
襖を破りぬ9……
このとき，武男に帰艦電報がとどき，「阿母さん，兎に角私も」と電報を示
　　　　　　　　　　　　　　　　　一40一
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しつつ「此の通り出発が急になって，明日は遅くとも帰艦せにやならんで
す，一と月位すると帰って来ます。其れ迄は何卒誰人にも今夜の話は黙って
居て下さい。如何な事があっても，私が帰って来る迄は，待って居て下さ
い」といい，翌日武男は母の約束をとりつけ，主治医を訪ねて懇ろに浪子の
ことを託し，午後の汽車にて逗子に向かった。ここで，浪子の，「早く帰って
頂戴な」，うなずく武男に，さらに「良人，早く帰って頂戴な」，すぐ帰って
くるといいつつ去っていく武男に，三たび「早く帰って頂戴な」，というかの
有名な別れのシーンとなる。
　（2）軍人・政商描写
　藍花は，先の不如帰が百版の序文で，この小説について「単純な説話で置
いたらまだしも，無理に場面を賑はすため，かき集めた千々岩山木の安っぽ
い芝居がかりやら」などといっているが，千々岩安彦，山木兵造が入ったこ
とにより，ひろがりをもち，たんなる家庭小説にとどまらずに，社会小説的
ひろがりをもつものとなった。そこにみられる軍人，政商描写をみよう。
a　軍人
　新婚の後間もなく遠洋航海に出て，旧騨押し詰って帰国した武男は妻とと
もに正月三日浪子の実家を訪れた。浪子の父片岡中将との歓談，長旅の後の
わが家のくつろぎ，母は健在，新妻は愛しく，今まさにこの世の楽しみを享
受している武男であるが，「唯一の騎は，＄に母の口より聞き，今来訪名刺の
中に見たる，千々岩安彦の名」である。
　……今日武男は千々岩につきて忌まはしき事を聞きぬ。旧猟某日の事とか，千々岩が
勤むる参謀本部に千々岩に宛てて，一通のはがきを寄せたる者あり。折節千々岩は不在
なりしを同僚の某何心なく見るに，高利貸の名高き何某の貸金督促状にして，加之其の
金額要件は特に朱害してありしと云ふ。膏に其れのみならず。参謀本部の機密折々思ひ
がけなき方角に漏れて，投機商人の利を博することあり。猶其の上に，千々岩の姿をあ
るまじき相場の市に見たる者あり。兎に角種々嫌疑の雲は千々岩の上に覆ひかXりてあ
れば，此の上とても千々岩に心して，且つ自ら戒乱する様忠告せよと，参謀本部に長た
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る某将軍とは爾汝の間なる舅中将の話なりき。 （78～79ページ）
武男と浪子の話題は母からでた千々岩に移る。
「千々岩？一千々岩？一彼奴実に困った奴だ。佼猜い奴た知ってが，まさか彼様な
嫌疑を受けやうとは思はんかった，否近頃の軍人は一肌も軍人だか一実にひどい。
毫も昔の武±らしい風はありゃせん，皆金溜めにかSつてる。何，僕だつて軍人は必ず
貧乏しなけりやならんと云ふうのじゃない。冗費を節して，恒の産を積むで，まさかの
時節に内顧の患のない様にするのは，其れあ当然さ。ね工浪さん。併し身を以って国家
の干城ともならうと云ふ者がさ，内職に高利を貸したり，憐れむべき兵の衣食を噛つた
り，御用商人と結託して不義の財を貧つたりするのは実に用捨がならんじゃないか，其
れに，実に不快なは，彼の賭博だね，僕の同僚などもこそこそ遣ってる奴があるが，実
に不愉快で堪らん。今の奴等は上に撃って下から負ることばかり知つとる」
　今其処に当の敵のあるらむ様に息巻荒く攻め立つる未無経験の海軍少尉を，身に浸み
て聞き惚るX浪子は薄々しと誇りて，早く海軍大臣か乃至軍令部長にして海軍部内の風
を一新したしと思へるなり。
「本当に其様でございませうねエ。あの，何だかよくは存じませんが，阿爺がね，大臣
をして居ました頃も，色々な頼み事をして色々物を持って来ますの。阿爺は其様な事は
大禁物ですから，出来る事は頼まれなくとも出来る，出来ない事は頼んでも出来ないと
申して，刎ねつけても刎ねつけても矢張色々な名をつけて持ち込んで来ましたわ。で，
阿爺が軍談に，此れでは誰でも役人になりたがる筈だつて笑って居ましたよ」
「其様だろう，陸軍も海軍も同じ事だ。金の世の中だね，浪さん……」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（82～83ページ）
　ところで，この千々岩の嫌疑とはというと．「彼は昨年来其の位置の便宜
を利用して，山木が為めに参謀となり諜者となりて，其の利益の分配に与れ
るのみならず，大胆にも官金を融通して蠣殻町に万金を撰まむとせしに，忽
ち五千円余の損亡を来しつ。山木を強請り，其の貯の底をはたきて二千円を
得たれ共，猶三千の不足あり」（90ページ），というものである。そして，こ
の千々岩はこの3千円を調達するために，武男の印鑑を偽造してそれをもつ
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て連帯保証人として，高利貸より3千円を借入してひとまず官金使い込みを
取り繕った。しかも高利貸より武男のところに滞っている利子の催促がすで
に行っているとも露知らずにこの3千円を武男から借りようとするのであ
る。
　ここには，賄賂の横行などの腐敗した軍人社会の状況が批判的に描写され
ている，といえる。
b　政商
　この千々岩は，新婚してまもない武男・浪子夫妻が逗留している伊香保に
二人を訪ね，言い寄ったことのある浪子に嫌がらせを言い，高崎町から乗車
して帰る途中王子駅で乗り込んできて一緒になった山木兵造に声をかけら
れ，山木の別邸，それは某の待合かと思われるような家作りであるが，に立
ち寄った。
　その「音締の響しめやかに嫡弾めきたる島田の障子に映るか，左もなくば
紅の毛饒敷かれて花期など落ち散るに相応しかる可き二階の一室に，わざと
電燈の野暮を避けて例の和洋行燈を据ゑ，取り散らしたる盃盤の問に」千々
岩と左の目下にしたたかなる赤黒子のある山木があぐらをかいて話をしてい
る。
　遠けしにや，側に侍る女もあらず，赤黒子の前には小形の手帳を広げたり，鉛筆を添
へて。番地官名など細かに肩書して姓名数多記せる上に，鉛筆にてさまざまの符号つけ
たり。丸。四角。三角。イの字。ハの字。五六七などの数字。或は羅馬数字。点かけた
るもあり。一度消してイキルとしたるものあり。
「隔れぢや千々岩さん。其の方は其ときめて置いて，いよいよ定まったらすぐ知らせて
呉れたまヘー大丈夫間違ひはあるまいね」
「大丈夫さ，最早大臣の手許まで出て居るのだから。併し何しろ競争者が終始運動しと
るのだから例のも思ひ切って撒かんといけない。此れだがね，此奴中々喰へない奴だ。
しツかり轡を脚ませんと宣けないぜ」と千々岩は手帳の上の一つの名を指しぬ。
「此れあ如何だね？」
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「其奴は話せない奴だ。僕はよく識らないが，ひどく頑固な奴ださうだ。先正面から平
身低頭で往くのだな。悪くすると失策るよ」
「いや陸軍にも，分つた人もあるが，実に話の出来ン男も居るね。去年だつた，師団に
服を納めるンで，例の筆法でまあ大概は無事に通ったのはよかったが。あら何と云った
ツけ，赤髭の大佐だつたかな，其奴が何の彼の難癖つけて困るから，番頭をやって例の
菓子箱を出すと，馬鹿奴，賄賂なんぞ取るものか，軍人の体面に関するなんて威張っ
て，到頭のつまりあ菓子箱を蹴飛ばしたと思ひなさい。例の上層が干菓子で，下が銀貨
だから，たまらないさ。紅葉が散る雪が降る，座敷中一の雨だろう。すると其奴めい
よいよ腹立てやがって，汚らわしいの，やれ告発するのなんの吐かしやがるさ。漸と結
局をつけはっけたが，大骨折らしアがったね。此様な先生が居るから馬鹿々々しく事が
面倒になる。いや面倒と云ふと武男さんなぞが矢張此の流で，実に話せないに困る。先
日も一」
「併し武男なんざ親父が何万と云ふ身代を持へて置いたのだから，頑固だツて正直だツ
て好きな真似していけるのだがね。吾輩の如きは腕一本一」
「いや悉皆忘れて居た」と赤黒子は一寸千々岩の顔を見て，懐中より十円紙幣五枚取り
出し，「何れ何は後からとして。先車代に」
「遠慮なく頂戴します」手早くかき集めて内衣兜にしまひながら「併し山木さん」
r？J
「なにさ，播かぬ種は生えんからな！」
　山木は苦笑しつ。千々岩が肩ぽんと敲いて「喰ヘン男だ，惜しい事だな，せめて経理
局長位に！」
「es・XNN。山木さん，清正の短刀は小面の三尺三寸よりか切れるぜ」
「甘く言ったな一併し君，蠣殻町だけは用心し玉へ，素人じゃ如何してもしくじる
ぜ」
「何有．端金だからね一」
「ぢや何れ近日，様子が分り次第一なに，車は出てから乗った方が大丈夫です」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34～36ページ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）　この陸軍御用商人の木山兵造という人物の人となりはつぎのようである。
山木兵造という人物は，出所は定かではないが，今は世に知られた紳商とや
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らの一人。出世の初めは故人となった武男の父に少なからず世話になったと
いうことから，いまも川島家に出入りしている。それも川島家が新華族のな
かで財産家であるからだという人もいる。本宅は芝桜川町に構え，別荘を橋
場の渡しのほとりに持っている。昔は高利貸もしていたが，いまはもっぱら
陸軍その他の官省の請負を業としている。嫡男はアメリカのボストンの商業
学校に入っており，娘のお豊はつい先頃まで華族女学校に通っていた。妻は
いつどのようにして妻となったかわからないが，京都の人であるという。た
いへん醜いこの妻をあの山木はよく辛抱しているなという人もいるが，実の
ところ意気八郷などと形容詞のつくべき女が所々に家居して，かわるがわる
行く山木を待ちうけるということを妻も気付いているという。
　ここには，軍官と結びつき富をつくりあげる政商富豪の姿を批判的に記し
ている。
5　『不如帰』における時代描写
　（1）著者の認識
　藍花には，「不如帰（印刷中）」なる広告文がある。1899（明治32）年12月
13日付である。そこで藍花は，この小説が昨年末より今春にかけて国民新聞
に掲載されるや，まだ会ったことのない人びとから同情を表せる書簡をうけ
とったこと，それは机の上に積み上げるほどであると記した後，それほどで
あるのは，「惟ふに文辞拙しと難も一片人の胸底に徹する所あるに由らずん
ばあらざる物し。　明治の齢は三十を越えたれ共，社会の繊維には恐る可き
旧習の猶勢を逞ふする者少なからず。著者は窃かに其尤も手近き一を捉へん
と試みたり，自ら太鼓を叩き今回を吹くを欲せずと錐も堅く不健全の文字を
絶ちて清浄なる家庭にも入り得可きは自ら信ず所なり。　今や大改訂を加へ
（21）　r置花全集　第五巻不如帰』1930年　新潮社　39ページ。
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画伯黒田清輝氏が意匠を凝らされし口絵を挿み新年と共に発売せんとす幸に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n）江湖の一読を煩はす」と記しているが，旧習の一つを批判的にとらえたとし
ている。
　藍花は，1904（明治37）年1月21日の日付をもつて，本書の英訳本を刊行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（es）したいというTurnerという人物に英文の手紙を書いている。それは，この
「不如帰」が翻訳出版されることは望ましく思わないこと，それは日本に
もっとよい作品があるのにこのようなよくないものを選んだ，とした上で，
しかし，もう大分進行しているとのことなので，このあとこれを先駆によい
ものがでることを期待して同意する，と記している。そして，それに続い
て，
　You　ask　me　how　1　came　to　write　the　story，　Well，　it　is　based　on　a　fact．　1　was
rnuch　moved　and　so　the　story　grew，　lt　is　true　divorce　law　securing　in　sorne　degree
the　right　of　women　and　tending　to　uphold　the　hoty　tie　of　marriage　has　been
promulgated　since　then，　and　the　ideas　of　humanity，　truth　and　justice　are　day　by　day
taking　their　roots　in　the　place　of　the　worn－out　Confucian　ethics，　Yet　1　regret　to　say
that　the　old　devil　does　not　die　so　easiiy，　and　there　are　much　shedding　of　tears　in
this　age　of　transition．　ln　truth，　it　is　the　age　of　emancipation，　We　are　struggling　to
throw　off　the　thousand　fetters　and　bondages，　which　however　cost　much　tears　and
many　a　victim　fatls　in　its　course．　The　present　story　is　the　superficial　picture　of　one，
You　ask　me　whether　1　have　written　with　the　purpose　to　reform，　Well，　yes　and　no，
Perhaps　I　wished　to　be　more　novelist　than　social　reformer，　But　then，　you　know，　to
expose　an　evil　is　sometimes　to　depose，
（22）　r藍花全集
（23）　r薦花全集
　　ジ。
第十九巻偶感偶想』1929年　薦花全集刊行会　511～512ページ。
第十八巻富士（第三・四巻）』1929年　麗花全集刊行会　161～162ペー
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママ　すなわち，「勿論其後離婚法も発布され，婦人の権理も幾分か確保され，結婚
の聖締もやN保持さる！・・事になり，老朽した儒教倫理に代って人道，真理，
及び正義の念が日は一日と根ざして来つ！・・あるは事実で」あるが，「然し残
念な事には，古い悪魔は容易に死なず，斯過渡時代に流る工涙は少なくな
い」。このように「実に今は解脱の時代で」あり，「我々は千百年の姪楷束縛
を刎ねのけ’ようともがいて居る。従って諮るX涙は多く，途中に発るX犠牲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　のも多い」，「此小説は皮相な描写の一つなのです」，といっている。すなわち，
古い家制度のもとに陣吟ずる女性を描いたものとしている。
　さらに，先程引用したように，「第百版不如帰の巻首に」において，「単純
な説話で置いたらまだしも，無理に場面を賑はすため，かき集めた千々岩山
木の安っぽい芝居がかりやら，小川某女の蛇足やら，あらを云ったら限りが
無い」と記していた。
　このように，旧習批判，あるいはそれを軸とした家庭小説と認識している
が，しかし百版前書に記したことでいえぽ，この千々岩，山木をとりまぜた
からこそこの小説はたんなる家庭小説にとどまらずに社会小説のとしての性
格をもち，ひろがりをもつにいたっているのである。
　（2）時代の批判的描写
　藍花は，日露戦争について，「日清戦争の日本は挙国一致であった。十年過
ぎた日露戦争の日本は，もう十年前の日本では無かった」，として，日露開戦
に非戦論が展開され，非戦論者の一人で，藍花の処女小説を推奨してくれて
以来好意を寄せていた「佐川」からr平民新聞』の非三号への寄稿依頼に対
して，「非戦論号に書けとの来論は，甚だ迷惑を感じ候。実を云へば小生は絶
対的非戦論者にあらず，吾儘な子供は其手を引握って一睨の要あるを認むる
ものに候。　何ものか両面なからむ。ナイルの氾濫は挨及の豊饒也。日露戦
争は日露和親の唯一手段にあらざらんや。　他の点に於て趣味相近しと信ず
（24）（23）と同一書　163ページ。
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る諸兄と此点に隔て協力する能はざるは，小生の遺憾とする所に候」と記し
　　　く　ている。
　日清戦争については，「日本は朝鮮をいざぎょく清国にくれて一切手を引
く・か，でなければ清国と血みどろに闘ふても朝鮮は自由にせねばならぬ立場
に立つた。負けるだけ負け，我慢し得る限り我慢した日本の闘志がちりぢり
燃え立つた」，「いよいよ開戦となって，社の中心の兄の活動は眼ざましくな
った。彼は渾身の力を打込む機会を得て，蕎地に戦争の渦に新聞を提げて飛
び込んだ。弱虫の熊次にも流るX日本人の，士の血が熱して，異常の緊張を
　　　　　く　彼は覚えた」などと，その開戦時から熱気を込めて記し，やがて，「明治二十
八年が来た。　日清戦争の第二年，陸にはすでに旅順を落し，海には北洋水
師も威海衛に屏息、し，大勢は己に決して居る。朝鮮は日本の保護の下に，支
那をはなれて独立を宣した。去年七月英国と，十一月米国との改正条約が公
布されて，日本もやっと世界的に一人前になる。国運隆々とのぼる朝日の
門々した新年に，大元帥陛下は広島の大本営に御出になるので云はゴ御留守
の東京も，千丁万戸松竹立てN旭旗勇ましく，児女がつく羽子さへ『勝ち，
　　　　　　　　　　　　　　　　　くの勝ち』と今年は殊に勇ましい音がする」，などと書き，手放しで喜んでい
る。このr富士』第1巻の初版は1925（大正14）年5月10日であり，過去を
客観化してみることのできる時点での記述である。
　藍花は，終世，明治天皇を畏敬し，乃木礼典，西郷隆盛を敬愛してやまな
　　　　　かった。このような藍花であるが，しかし，同時に当時の知識人として，時
代批判を内包する作品を書き，また行動している。この点については，神崎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　清，野田宇太郎などによって明らかにされているが，以下，改めてみていき
（25）（23）と同一書　174～175ページ。
（26）　r薩花全集　第十六巻富士（第一巻）』　1929年　藍花全集刊行会
（27）（26）と同一書　188ページ。
（28）勝本清一郎「盈花と志士的倫理」（1957年）r現代日本文学体系　9
　尚江集』1971年　筑摩書房　381～382ページ。
136～137ページ。
徳富盧花・木下
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たい。
　藍花は，日露戦争後の1906（明治39）年4月トルストイ訪問の旅にでる。
その記録「巡礼紀行」はトルストイとの出合の場面など生き生きとして読者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（釦）をして心躍らせるものであるが，帰国後の12月に「勝利の悲哀」なる文章を
発表している。これは，和花がアレキサンドル三世博物館を訪れ，そこで，
有名な戦争画家エ”レスチャギソが描いた絵画からのインスピレーションにも
とつくものであるという。
　ロシアに進攻しモスクワ郊外の雀が丘に立つ得意満面のナポレオンの姿を
描いたものであるが，そこに勝利の悲哀をみてとった四花が，この露仏戦争
から一転して，日露戦争の勝利と陸軍参謀総長児玉源太郎へと思いを馳せ，
つづいて，
　戦後の経営，世界的日本の発展，攣れ耳やかましく唱道せらるx語也。戦後の日本は
成程大いに発展しつXあるものX如し。陸軍は師団を増設せんとし，海軍は続々大腿を
造る。南満の経営は大仕掛に始まらんとす。彼我の使臣は多く格を大使に上しぬ。曾て
治外法権に憤涙を抑へかねし日本は，前後三年の征戦を経て，其食り求めし一等国の伍
伴に入れり。
　あX日本よ，爾は成人せり。果して成長せる乎。否々爾は人の炉辞議辞に耳傾くる前
に，先づ退いて静かに神の前に「己」を観ざる可からず。
　爾の独立若し十何師団の陸軍と幾十万噸の海軍と云々の同盟とによって維持せらるX
とせば，爾の独立は実に懸れなる独立也。爾の富若し何千万円の生糸と茶と，目口の石
炭と，台湾の樟脳砂糖にあらば，爾の富は貧しきもの也。爾が所謂戦勝の結果は爾を如
何なる位置に置きしかを覚悟せりや。一方に於ては，白哲人の嫉妬，猜疑，少なくとも
不安は，黒雲の如く爾を目がけて湧き起り，また起らんとしつXあるにあらずや。一方
（29）神崎清「徳富削花」r明治文学全集　42徳富盧花集』1966年　筑摩書房　377～383
　ページ。野田宇太郎「天皇陛下に願ひ奉る　中花の人道主義」（1967年）同氏r天皇陛下
　に願ひ奉る』1981年　永田書房　9～57ページ。
（30）　「勝利の悲哀」（明治39年12月15日発行r黒潮』第1号）r盧花全集　第十九巻偶感偶
　想』33～39ページ。
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に減ては，他の有色人種は爾が凱旋二二の声に恰も電気をかけられたるが如く勃々と頭
を拾げ起し来れるにあらずや。此両面に立って，爾は如何にして何をなさんと欲する
乎。一歩を誤まらば，爾が戦勝は即ち亡国の始とならん，而して世界未曾有の人種的大
戦乱の原とならん。押れ豊州が発展門々と足を空に心を浮かしてから騒ぎに盲動すべき
　　　　くゆ時ならんや。
　これは，日露戦争の勝利にうかれ，軍備拡張と植民地支配を内容とする日
露戦後経営に対する警告の書である。
　神崎清は，小説r寄生木』（1909年）におけるエリート軍人の出世コースを
踏みはずした主人公篠原良平の描写に，戦争ぎらいの盧花が，淡々たる筆で
軍人社会を希望なき世界として描いたところに，作者の間接的な軍国主義批
　　　　　　　　　　　　ラ判があったとしている。
　1910（明治43）年末に大逆事件がおきた。社会主義者・無政府主義者に対
する天皇暗殺計画の名目での弾圧事件である。幸徳秋水ら数百名を検挙，明
治天皇暗殺計画を名目で26名を大逆罪として起訴，1911（明治44）年1月
18日24名を死刑と判決，同日夜12名を天皇の慈悲として無期懲役に減刑，
24日12名の死刑執行。社会主義運動は窒息状態となり，F冬の時代」となっ
た。この事件は日本の文化人に多くの閉塞的影響を与えた。閉塞的な状況に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あって門下は，天皇への「天皇陛下に願ひ奉る」（1911年1月25日執筆）なる
助命嘆願書を認め，また，第一高等学校で「謀叛論」なる論題で講演を行っ
た。
（31）註（30）と同一書　37～38ページ。
（32）神崎清「徳富萱花」r明治文学全集　42　徳富萱花集』1966年　筑摩書房　382ペー
　ジ。
（33）この「天皇陛下に願ひ奉る」は，野田宇太郎「麓花と幸徳事件」，「資料・幸徳事件に
　関する徳富藍花と渡辺三山の往復書簡」，ともにr明治大正文学研究』第23号（1957年
　10月）において公表された。野田宇太郎「天皇陛下に願ひ奉る　詔旨の人道主義」
　　（1967年　同氏r天皇陛下に願ひ奉る』1981年目永田書房）に全文掲載，またr明治文
　学全集42徳富藍花集』1966年　筑摩書房に収録されている。
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　「謀叛論（草稿）」（1911年1月28日前後執筆）はこの第一高等学校での講
演の草稿といわれるものである。それは明治維新の志士への思いから始ま
る。当時逆臣とされて処刑された志士たちを今日の国家形成の功労者である
として時代の判断するところ，幸徳秋水たちは志士である。自由平等の新天
地を夢み身を献げて人類の為に尽さんとする志士である。その行為はたとえ
狂に近いとしてもその志は憐れむべきではな：いか。「彼等は，もとは社会主
義者であった。富の分配の不平等に社会の欠陥を見て，生産機関の公有を主
張した，社会主義が何が恐い？　世界の何処にでもある。然るに狭量にして
神経質な××［政府］は，ひどく気にさへ出して，殊に社会主義者が日露戦
争に非戦論を唱ふると俄に圧迫を強くし，足尾騒動から赤旗事件となって，
官権と社会主義者は到頭犬猿の間となって了つた。諸君，最上の帽子は頭に
のってみることを止るX様な帽子である。最上の政府は存在を忘れらるS様
な政府である。帽子は上に居る積りであまり頭を押し付けてはいけぬ。我等
の政府は重いか軽いか分らぬが，××［幸徳］君等の頭にはひどく重く感ぜ
られて，到頭彼等は××××××［無政府主義者］になって了ふた。×××
××［無政府主義］が何が恐い？」。「天皇陛下は剛健質実，実に日本男児の
標本たる御方である」が，とりまきが悪い。「若し当局者が無闇に堰かなかっ
たならば，数年前の日比谷焼討事件はなかったであろらう。若し政府が神経
質で依枯地になって社会主義者を堰かなかったならば，今度の事件も無かっ
たであろう」。今度の事こそ真忠臣が禍を転じて福となすべき千金の機会で
ある。「皇室を民の心腹に打込むのに，斯様な機会はまたと得られぬ。然るに
彼等閣臣の輩は事前に子堕を萌すに由なからしむる程の遠見と憂国の誠もな
く，事後に局面を急転せしむる機智親切もな」い。政府だけでない，議会も
そうだ。「諸君××［幸徳］子等は時の政府に××［謀叛］人と見倣されて殺
された。が，××［謀叛］を恐れてはならぬ。××［謀叛］人を恐れてはな
らぬ。自ら××［謀叛］人となるを恐れてはならぬ。新しいものは常に××
［謀叛］である」，「我等は生きねぽならぬ。生きる為に××［謀叛コしなけ
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　　　　　　く　うればならぬ」。
　この演説は，会場をうめた一高生に感銘を与えた。
　藍花は1919（大正8）年1月，エルサレム巡礼と世界一周の旅に発つ。こ
の旅行中，薩花はエルサレムの町からパリの世界講和会議の出席した日本の
西園寺公望，アメリカのウィルソン，イギリスのロイド・ジョージ，ロンド
ンタイムスあてに「所望」と題する文章をよせ，平和会議の具体的条件を提
案した，という。さらに，1924（大正13）年，前年暮の虎之門事件（摂政宮
一後の昭和天皇一狙撃事件の犯人難波大介助命のための「難波大介の処分に
就いて」なる摂政宮への公開状を記した，という。前者は，平和を願う藍花
の，当時の日本人としては抜群の行動であり，また後者は大逆事件に際して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の謀叛是認論の延長線上のものである。
　これら後のものとの流れにおいてみるとき，この『不如帰』にはその後に
明確になる軍事・政治批判の始点として位置づけることができるといえよ
う。『不如帰』はたんなる家庭小説ではなく，家族制度の問題のみではなく，
この軍部・政商批判を含む社会小説としての側面をより強調してよいのでは
ないかと思われる。
　この小説は，尾崎紅葉のr金色夜叉』とともに1898（明治31）年からの新
聞小説であり，しかもそれはともに，近代日本の二大大衆小説となった。そ
れが織り成す男女間の悲恋，しかもそれが成就しない，ないしひき裂かれる
という大衆のつよく関心をもつことがらを，家制度の問題という個と家族の
葛藤として描く問題性，のゆえに大衆性をもちえたといえる。片岡良一は，
この徳富芦花のr不如帰』と尾崎紅葉のr金色夜叉』が近代日本における二
（34）　「謀叛論」r盧花全集　第十九巻偶感偶想』1929年　摘花全集刊行会　39～53ページ。
　伏字××部分の［］内は神崎清・後閑文平氏の復元による（r明治文学全集　42　徳
　富湯花集』1966年　筑摩書房）。
（35）神崎清「徳富盧花」r明治文学全集　42　徳富盧花集』ユ966年　筑摩書房　379～380
　ページ。
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大大衆小説としての大衆性をもつえていることの理由として，大衆性は作品
における問題性と「不調和」の美［恋が実らない］という「二側面にある
と，としている。そして，この問題性であるが，先に私は，「尾崎紅葉の『金
色夜叉』一その時代描写」なる論稿において，この書物は，従来いわれてい
るように，インテリゲンチャと財界の葛藤を描いたのではなく，文人＝知識
人の「インテリ」＝高等教育＝＝官僚制度と財閥の両者に対する違和感を表明
したものである，とした。折から確立した資本主義・官僚制度＝高等教育制
度に対する文士的批判であり，まさにそのようなかたちでの時代描写＝時代
批判である，とした。このr不如帰』もまた，時代描写の書である。それ
は，家族制度だけでなく，軍部・政商に対する椰楡・批判である。ともに，
ほかならず日清戦争を経た後の明治30年代初めの作品であることに注目した
い。日清戦争を経過して，近代日本＝日本帝国は成立した。この二書はとも
に折から確立し，そびえ立つ日本帝国国家についての描写・そして批判と
なっているところに，時代性をみることができる。この二つの小説を明治と
いう時代を認識するための歴史研究の一つの材料とするという所以である。
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